



Ⅰ は じ め に












































































































































































































































































































































































































































述が見られ、先の「安曇郡諸山 穂高岳 奥宮 三霊湖」の図中にも栗尾山の描写が見られる。
④飛ḯ街道に関する記述(図 4の④)
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図 7 街道と経済圏の関係














































































































( 4 ) 鈴木(2005)は、高美甚左衛門の見聞録集『年のおだまき』(1815)から、「夫ヨリチ近々文花ハ盛り
になりて毎度江戸名古屋表へ仕入ニ行」と引用している。
( 5 ) 鹿都部真顔「立廻す高ねは雪の銀Ẓ風中にすみ絵の松本の里」という狂歌が刻まれた文政 9 年
(1826) 9 月建立の碑である(鈴木2001:135-170)。
( 6 ) 以下、『高美甚左衛門日記』からの引用とその頁数は唐木(1986)による。
( 7 )「日記」には「おのれハ其セつ小笠原様十五日御ン着の処、兼而御宿わり被仰付あれバ、種々用事
故、花垣子同道ニ而先へ帰る［一九は廿日比迄遊ふ］」とある(高美1814: 180)。
( 8 ) 古代東山道とほぼおなじ道筋であったといわれ、歴代の松本藩主が参勤交代の往復に使用して江
戸道とも呼ばれた。途中に稲倉峠、保福寺峠の難所があった。なお、松本から上田へは他にも武石
峠や三才山峠を通る道があった(松本市1995: 102-121)。
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